
獨協大学学報　No.33  201689 獨協大学学報　No.33  2016 88

Dokkyo International Forum       2016

　

東
京
都
心
北
部
（
谷
根
千
、

湯
島
、上
野
、本
郷
、神
保
町
、

秋
葉
原
）を
統
一
し
て
、東
京
の

文
化
の
可
能
性
を
可
視
化
す
る

「
東
京
文
化
資
源
区
構
想
」と
い

う
試
み
が
あ
る
。2
0
2
0
年

の
東
京
五
輪
を
め
ぐ
っ
て
国
内

で
は
問
題
が
相
次
い
で
い
る
。「
よ
り
速
く
、高
く
、強
く
」成
長
す
べ

き
、と
い
う
1
9
6
4
年
五
輪
か
ら
の
価
値
転
換
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
原
因
だ
。成
熟
・
循
環
型
社
会
と
な
っ
た
今
日
で
は
、多
様

性
・
耐
久
力
・
持
続
可
能
性
・
再
利
用
を
重
視
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
を
経
て
、都
心
の
文
化
の
中
心
は
北
東

か
ら
南
西
に
移
動
し
た
。北
東
は
、か
つ
て
は
文
化
の
中
心
部
で
、神

田
、神
保
町
に
は
書
店
街
が
残
っ
て
い
る
。上
野
で
は
戦
前
に
博
覧
会

の
殆
ど
が
行
わ
れ
、今
も
博
物
館
が
残
る
。秋
葉
原
は
日
本
の
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
心
地
だ
。都
心
北
部
に
は
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も

の
ま
で
日
本
の
文
化
資
源
が
集
中
す
る
。都
心
北
部
へ
の
リ
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
す
る
具
体
的
計
画
に
よ
っ
て
、ア
ジ
ア
や
東
北
と
の
結
節
点
と

な
る
こ
の
地
域
を
再
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、ア
ジ
ア
・
日
本
・

東
北
・
東
京
が
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
を
示
す
こ
と
に
も

な
る
。文
化
は
元
来
「
耕
す
」を
意
味
し
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
だ
。

美
味
な
ワ
イ
ン
は
良
い
土
壌
に
で
き
る
。都
市
と
い
う
土
壌
を
耕
す
際

の
良
い
土
壌
は
歴
史
的
蓄
積
か
ら
生
ま
れ
る
。文
化
は
長
い
年
月
を
か

け
、形
を
変
え
、継
承
さ
れ
、耕
さ
れ
て
い
く
。乗
り
越
え
ら
れ
て
い
く

価
値
も
あ
る
が
、都
市
に
お
い
て
そ
う
し
た
過
去
と
の
対
話
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
可
能
性
が
都
心
北
部
に
は
ま
だ
あ
る
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
東
京
に
文
化
圏
は
複
数
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、高
層
ビ
ル
の
並
ぶ
大
都
市
は
世
界
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、数
百
年
を

か
け
て
文
化
を
築
い
て
き
た
都
心
北
部
こ
そ
世
界
に
東
京
の
価
値
を

発
信
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
地
域
で
あ
る
」「
学
術
・
芸
術
・

出
版
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
文
化
圏
を
繋
ぐ
た
め
に
21
世
紀

の
大
学
は
、研
究
・
教
育
の
み
な
ら
ず
、社
会
と
連
携
し
、社
会
的
実
践

の
場
へ
教
員
と
学
生
が
繰
り
出
し
て
い
き
、新
し
い
知
を
生
み
出
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
く
べ
き
」な
ど
、時
間
を
延
長
し
て
活
発

な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
「
文
化
交
流
」に
お
け
る
文
化
、

交
流
と
は
何
か
。予
測
不
可
能
な

こ
と
は
し
ば
し
ば
文
化
の
所
為

に
さ
れ
る
。文
化
は
所
与
で
あ
る

が
、裏
に
何
か
分
か
ら
な
い
部
分

が
あ
る
存
在
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。そ
れ
ゆ
え
に
文
化
交
流
が

必
要
と
な
る
の
だ
が
、文
化
の
良
し
悪
し
や
国
内
の
文
化
状
況
よ
り
も
、

自
分
た
ち
が
理
解
さ
れ
、共
感
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
が
ち
だ
。そ
し

て
交
流
そ
の
も
の
は
常
に
無
批
判
に
扱
わ
る
。

　

担
い
手
と
場
と
で
文
化
交
流
を
分
類
す
る
と
、国
内
で
は
個
人
・
民

間
主
体
の
も
の
が
多
く
、理
想
主
義
的
で
、他
国
の
紹
介
が
好
ま
れ
る
。

資
金
は
自
己
負
担
で
、内
容
は
自
由
だ
。国
外
で
は
、国
家
・
公
的
機
関

が
財
源
を
用
い
て
行
う
活
動
が
多
く
、政
策
的
な
視
点
か
ら
一
定
の
枠

組
み
が
課
さ
れ
、自
国
紹
介
が
主
だ
。

　

理
解
や
共
感
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
も
乖
離
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
。例
と
し
て
京
都
の
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
の
図

書
館
蔵
書
に
対
す
る
コ
ー
ル
首
相
の
怒
り
や
ケ
ル
ン
日
本
文
化
会
館
館

長
時
代
に
受
け
た
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
実
施
要
請
と
国
外
に
お
け

る
政
府
関
与
へ
の
違
和
感
の
視
線
、日
本
人
の
自
己
像
の
曖
昧
さ
が
対

外
的
に
何
を
提
供
す
る
か
に
迷
い
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
問
題
な
ど
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。と
り
わ
け
、自
分
が
作
っ
た
わ
け
で
は
な
く
伝
承

し
て
き
た
だ
け
の
伝
統
文
化
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
紹
介
す
る
の

か
と
い
う
点
や
、日
本
の
文
化
交
流
が
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
と
伝
統
文

化
に
分
化
し
て
い
る
点
、日
本
の
イ
メ
ー
ジ
も
極
度
に
両
極
分
裂
し
て

い
る
現
状
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。日
本
の
歌
舞
伎
と
ド
イ
ツ
の
オ
ペ

ラ
の
海
外
公
演
で
は
、費
用
負
担
も
対
照
的
だ
。本
来
な
ら
ば
鏡
写
し
に

な
る
は
ず
の
自
己
像
と
他
者
像
が
機
能
し
て
な
い
。個
人
、国
家
と
も
に

日
本
は
、他
者
の
目
か
ら
見
た
自
文
化
の
特
殊
性
を
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
文
化
交
流
に
お
け
る
言
語
の
役
割
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と

も
課
題
で
あ
る
。実
用
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
文
化
と
し
て
認
知
さ
れ
に

く
く
、長
期
的
に
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
単
発
の
催
し
も
し

辛
い
。そ
の
た
め
言
語
教
育
は
国
際
文
化
交
流
に
お
け
る
文
化
か
ら
抜

け
落
ち
が
ち
な
の
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
大
学
院

吉
見 

俊
哉

ポ
ス
ト
二
〇
二
〇
の
東
京
ビ
ジ
ョ
ン

—
文
化
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
都
市
の
未
来

●
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授
。
東
京
大
学
副
学
長
。
社
会
学
・
文
化
研
究
・
メ
デ
ィ
ア
研

究
専
攻
。
集
ま
り
の
場
で
の
ド
ラ
マ
形
成
を
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
近
現
代
日
本
の
大
衆
文
化
と
日

常
生
活
，
文
化
政
治
を
研
究
。
主
な
著
書
に
，『
都
市
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
』（
河
出
文
庫
），『
博

覧
会
の
政
治
学
』（
講
談
社
学
術
文
庫
），『
「
声
」
の
資
本
主
義
』（
河
出
文
庫
），
近
著
に『
「
文

系
学
部
廃
止
」
の
衝
撃
』（
集
英
社
新
書
），『
視
覚
都
市
の
地
政
学
』（
岩
波
書
店
）
等
，
多
数
。

 Profile
 吉見 俊哉

YOSHIMI, Shunya

筑
波
大
学

上
田 

浩
二

文
化
の
発
信
　
誰
が
何
を
？

—

自
己
像
と
他
者
像
の
拡
大
に
向
け
て

●
筑
波
大
学
名
誉
教
授
。
ド
イ
ツ
語
学
院
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
院
長
。
早
稲
田
大
学
教
授
，
筑
波

大
学
教
授
，
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
，
ウ
ィ
ー
ン
大
学
客
員
教
授
，
獨
協
大
学
特
任
教
授
を
歴
任
。

N
H
K
の
T
V
・
ラ
ジ
オ
ド
イ
ツ
語
講
座
も
担
当
し
，
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
等
で
通
訳
・

翻
訳
の
後
継
者
養
成
も
行
う
。
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー
日
本
側
代
表
，
国
際
交
流
基
金
の
ケ
ル

ン
日
本
文
化
会
館
館
長
と
し
て
文
化
交
流
の
実
務
に
携
わ
る
。
著
書
に『
「
よ
そ
も
の
」
の
作
っ
た

ウ
ィ
ー
ン
』，『
戦
時
下
日
本
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
』
等
。

Profile
上田 浩二
UEDA, Koji


